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胃排出シンチグラフィは胃の貯留能と排出能を評価する有用な非侵襲的手法であり，

標準的な検査プロトコルの報告や胃切除術後の胃運動機能評価に用いられた報告がみ

られる．これらの報告では，静的データを用いて時間放射性曲線を描出し，定量指標

を算出している．ここで，胃排出シンチグラフィは経時的な連続データである動的デ

ータの取得が可能である．我々は，胃切除術後患者における動的データを用いた残存

胃運動機能の定量的評価を検討し，新規手法である動的胃排出シンチグラフィの検査

プロトコルを確立することを研究目的とした．Preliminary studyとして，4名の健

常ボランティアを対象とした動的胃排出シンチグラフィ検査を実施した．検査プロト

コルの開発にあたり，以下の要因を考慮した：撮像方向，撮像開始タイミング，フレ

ーム時間，撮像時間，撮像終了タイミング．算出した指標は Tpeakおよび T1/2とし

た．Clinical studyとして，胃切除術後 14症例を対象とした動的胃排出シンチグラ

フィ検査を実施した．使用した検査プロトコルは，Preliminary studyの結果に基づ

いたプロトコルとした．算出した指標は Tpeak，T1/2，Lag phaseおよび胃蠕動回数

とした．また，動的データおよび静的データを用いて，時間放射性曲線を作成するこ

とにより，T1/2および Lag phaseを算出し，値を比較した．Preliminary studyの結

果に関して，Tpeakは全症例で 15分以内に得られた．T1/2は 1例を除く全例で，90

分以内に到達した．Clinical studyの結果に関して，Tpeakは 7.9±3.8分であっ

た．T1/2は 52.3±19.2分であった．Lag phaseは 4.5±2.5分であった．胃蠕動回数

は全症例でほぼ同等であった．動的データおよび静的データを用いて描出した時間放

射性曲線から得られた値の比較では，T1/2は 52.3±19.2分（動的データ）および

45.7±22.9分（静的データ）であり，両者間に有意差が認められた（p<0.01）．Lag 

phaseは 4.5±2.5分（動的データ）および 8.9±7.4分（静的データ）であり，両者

間に有意差が認められた（p<0.05）．本研究で開発した動的胃排出シンチグラフィプ

ロトコルは，連続データから得られる定量値の精度および胃蠕動回数の測定におい

て，先行研究で報告された静的胃排出シンチグラフィプロトコルよりも優れている．

さらに，残存胃運動機能の可視化が可能となる，シネ画像が得られる点は動的胃排出

シンチグラフィ特有である．結論として，胃切除術後患者の残存胃運動機能を評価す

る定量的手法である動的胃排出シンチグラフィの検査プロトコルを確立した． 

 


